
１  水 道 料 金 調 定 関 係 １ ． ８ 月 期 の 経 営 状 況
単 位 　 ( 1 )  予 算 執 行 状 況 等 に つ い て

1 件 ・ 上 水 道 事 業
2 ㎥ 　 　 ア  収 益 的 収 支
3 円

4 件

２ 　 下 水 道 使 用 料 調 定 関 係
単 位

5 件 　 　 イ  資 本 的 収 支
6 ㎥

7 円

３  給 水 業 務 関 係
単 位 ・ 下 水 道 事 業

8 人 　 　 ア  収 益 的 収 支
9 件

1 0 件

1 1 件

1 2 件

1 3 件

1 4 件 　 　 イ  資 本 的 収 支
1 5 件

1 6 件

1 7 件

４ 　 排 水 設 備 業 務 関 係 ２ ． 今 月 の 出 来 事
単 位 　 ( 1 ) 上 下 水 道 モ ニ タ ー 会 議 を 開 催

1 8 排 水 設 備 工 事 確 認 申 請 件

1 9 排 水 設 備 工 事 完 了 検 査 件

５  水 道 料 金 徴 収 関 係

2 0

2 1

2 2

６  下 水 道 使 用 料 徴 収 関 係

2 3

2 4

2 5 　 ( 2 ) 料 金 等 あ り 方 検 討 委 員 会 が 開 催 さ れ ま し た

７  受 益 者 分 （ 負 ） 担 金 徴 収 関 係

2 6

2 7

2 8

F  対 前 年 比 較

D  前 年 度 同 月 累 計 E  対 計 画 比 較 F  対 前 年 比 較

特　　記　　事　　項

令和４年８月期　業務実績報告書（経営総務課）

1 9 6

△  7 0 , 2 3 5

△  1 4 , 2 5 1 , 3 0 0

△  2 0 9

3 8 0

△  4 7 , 0 3 0

△  8 , 5 1 5 , 9 6 2

D  対 前 年 比 較 ( B - C )

△  1 , 2 5 8

3 5

C  前 年 度 同 月 累 計

8 7 , 5 6 5 , 2 9 7 円 -

2 3 5

0

1 1 . 9 2 %

2 4

2 , 4 0 1 , 3 0 0 円

当 年 度 分

計 8 3 , 0 9 6 , 3 6 1 円

当 年 度 分 1 9 9 , 3 8 8 , 2 9 3 円 7 8 . 9 3 % 2 0 4 , 1 5 8 , 9 4 2 円

A  当 月 末 未 収 額

- 2 0 8 , 7 5 8 , 1 9 6 円

過 年 度 分

C  前 年 同 月 未 収 額 D  収 納 率

3 , 7 7 2 , 7 0 4 円

計

1 , 9 4 7 , 2 0 0 円

A  当 月 末 未 収 額

-

過 年 度 分

9 , 0 8 4 , 9 7 0 円 -

当 年 度 分 6 , 2 7 8 , 7 9 0 円 8 3 . 2 6 % 6 , 6 8 3 , 6 7 0 円 8 0 . 9 2 %

-

項 　 　 目

項 　 　 　 　 　 目

調 定 料 金 ( 税 抜 )

1 , 3 8 4

1 , 2 5 2

A  当 月 期 B  当 年 度 累 計 C  計 画 累 計 D  前 年 度 同 月 累 計

―

―

1 , 5 4 9

1 , 3 6 0

A  当 月 期

給 水 人 口 7 5 , 3 6 2

3 0 , 3 4 9

2 1 9

2 6 6

1 5 2 , 3 0 0

調 定 件 数 1 8 , 9 3 2 9 4 , 4 2 9

口 振 加 入 件 数

一　　般　　事　　項

C  前 年 同 月 未 収 額 D  収 納 率B  収 納 率

給 水 件 数

項 　 　 目

1 0 8

△  3

E  対 計 画 比 較

1 , 4 9 6

3 9 8 , 1 2 1 1 , 9 5 5 , 8 1 7 1 , 9 5 7 , 2 0 0 1 , 9 7 7 , 5 7 5 △  1 , 3 8 3 △  2 1 , 7 5 8

計 2 0 3 , 1 6 0 , 9 9 7 円

B  当 年 度 累 計 C  計 画 累 計

給 水 工 事 竣 工 検 査 9 1

項 　 　 目

1 3 0

調 定 件 数

B  当 年 度 累 計

開 栓 処 理 件 数

閉 栓 処 理 件 数

給 水 工 事 設 計 審 査 4 4

3 , 2 0 1 , 9 7 0

8 6 0 , 4 8 4 , 0 3 8

1 2 5 , 4 8 8

3 0 , 5 2 8

6 4 8 , 0 3 7

1 7 3 , 5 6 4 , 5 6 6

2 5 , 1 1 2

1 5 2 , 6 8 0 1 5 2 , 4 8 4

調 定 水 量

項 　 　 目 A  当 月 期

調 定 水 量

7 6 , 6 2 0

3 0 , 3 1 4

2 1 8

9 2 , 9 3 3

3 , 2 7 2 , 2 0 5

1 2 5 , 6 9 7

2 1 5

3 6

1 6 7

0

2 8 0

1 , 4 6 2

3 3

―

1 6 5

3 6 2

1 , 8 6 3 4 0 1

8 4

△  7 19 4 , 5 0 0

1 5 4

1 7 1 △  4

△  1 , 6 8 1 , 1 8 2

A  当 月 期 B  当 年 度 累 計

8 2

△  8

3 , 2 4 9 , 0 0 0

8 6 9 , 0 0 0 , 0 0 0

―

2 5

8 4 ―

3 1 0 , 8 5 0 , 7 3 9 3 0 9 , 4 3 6 , 0 0 0 3 1 2 , 5 3 1 , 9 2 1

7 8 . 7 9 %

-

B  収 納 率 C  前 年 同 月 未 収 額 D  収 納 率

9 9 . 0 4 %

4 , 5 9 9 , 2 5 4 円

7 5 . 9 2 %

8 7 4 , 7 3 5 , 3 3 8

7 5 4 , 0 7 8 円

8 6 , 7 1 4 , 4 6 7 円

8 5 0 , 8 3 0 円

8 2 , 3 4 2 , 2 8 3 円 7 4 . 7 8 %

9 8 . 9 3 %

項 　 　 目 A  当 月 末 未 収 額

8 , 2 2 5 , 9 9 0 円

1 0 . 0 3 %

調 定 料 金 ( 税 抜 ) 6 3 , 1 9 7 , 6 8 6

経 年 メ ー タ ー 交 換

1 , 4 1 4 , 7 3 9

9 7 . 9 9 %

D  対 前 年 比 較 ( B - C )

督 促 状 発 送 数 1 , 4 0 0 6 , 8 3 5 6 , 7 2 2 1 1 3

月 末 停 止 件 数

項 　 　 　 　 　 目

メ ー タ ー 口 径 変 更

4 3

B  収 納 率

9 7 . 6 2 %過 年 度 分

C  前 年 度 同 月 累 計

当 期 の 収 入 は 、 工 事 負 担 金 及 び 加 入 金 2 , 9 5 8 千 円 の 執 行 と な り ま し た 。 支 出 は 、 建 設 改 良 費 と

し て 職 員 給 与 費 な ど を 含 む 事 務 費 及 び 機 器 整 備 費 3 , 2 3 2 千 円 を 執 行 し ま し た 。 ま た 、 企 業 債 償 還

金 と し て 1 6 0 , 4 8 1 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 給 水 収 益 は 1 9 0 , 8 1 1 千 円 （ 税 込 ） で 、 前 月 期 に 比 べ て 4 , 2 3 7 千 円 の 増 、 対 前 年 同 月 比 で は

5 , 1 1 6 千 円 の 減 と な っ て い ま す 。 営 業 収 益 は 1 9 1 , 4 8 6 千 円 、 営 業 外 収 益 は 事 務 手 数 料 や 雑 収 益 等

6 , 1 1 7 千 円 と な り ま し た 。

当 期 の 営 業 費 用 は 委 託 料 や 動 力 費 な ど 8 6 , 3 8 3 千 円 、 営 業 外 費 用 は 企 業 債 利 息 と し て 2 4 , 0 0 5 千 円 、

特 別 損 失 は 1 2 4 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 下 水 道 使 用 料 は 6 9 , 4 4 4 千 円 （ 税 込 ） で 、 前 月 期 に 比 べ て 2 , 2 3 3 千 円 の 増 、 対 前 年 同 月 比

で は 5 6 4 千 円 の 減 と な っ て い ま す 。 営 業 収 益 は 6 9 , 4 4 4 千 円 、 営 業 外 収 益 は 、 他 会 計 補 助 金 及 び 雑

収 益 等 4 0 8 , 0 0 5 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 営 業 費 用 は 委 託 料 や 動 力 費 な ど 8 4 , 6 5 4 千 円 、 営 業 外 費 用 は 企 業 債 利 息 と し て 3 8 , 1 8 7 千 円 、

特 別 損 失 は ３ 月 1 6 日 に 発 生 し た 地 震 に 伴 う 災 害 復 旧 費 用 な ど 6 6 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 収 入 は 、 他 会 計 出 資 金 及 び 受 益 者 負 担 金 ・ 分 担 金 と し て 2 7 3 , 2 1 3 千 円 と な り ま し た 。 支

出 は 、 建 設 改 良 費 と し て 災 害 復 旧 費 や 事 務 費 1 6 , 9 6 8 千 円 、 企 業 債 償 還 金 と し て 2 1 0 , 3 3 4 千 円 を 執

行 し ま し た 。
【

【委嘱状を交付している様子】

スイちゃん ジョーくん 水守（みもる）さん

登米市 水道・下水道事業キャラクター

８ 月 ２ 日 （ 火 ） に 上 下 水 道 モ ニ タ ー 会 議 を 開 催 し ま し た 。

モ ニ タ ー 制 度 は 、 水 道 事 業 に つ い て 市 民 の 皆 さ ん か ら 広 く ご 意

見 ・ ご 感 想 を 伺 い 、 事 業 運 営 を よ り よ く す る た め 、 登 米 地 方 広 域

水 道 企 業 団 当 時 の 昭 和 6 0 年 に 開 始 さ れ た も の で す 。 令 和 ２ 年 ４ 月

に 水 道 事 業 と 下 水 道 事 業 が 組 織 統 合 さ れ 上 下 水 道 部 と な っ た の を

機 に 、 下 水 道 事 業 も 加 え た 上 下 水 道 モ ニ タ ー と し て 今 年 度 か ら 新

た に 開 始 い た し ま し た 。

任 期 は ２ 年 間 で 、 新 た に 2 0 名 の 方 に モ ニ タ ー 委 嘱 を 行 い 、 熊 谷

市 長 か ら 委 嘱 状 を 交 付 し ま し た 。

会 議 で は 、 モ ニ タ ー の 活 動 内 容 や 登 米 市 上 下 水 道 事 業 の 概 要 に

つ い て 等 の 説 明 を 行 い ま し た 。

次 回 は 1 0 月 に 保 呂 羽 浄 水 場 等 の 施 設 見 学 を 予 定 し て い ま す 。

第 ６ 回 登 米 市 水 道 料 金 及 び 下 水 道 使 用 料 等 あ り 方 検 討 委

員 会 を ８ 月 2 9 日 （ 月 ） に 開 催 し 、 水 道 料 金 及 び 下 水 道 使 用

料 の 改 定 に つ い て 審 議 を 行 い ま し た 。 委 員 か ら は 目 標 経 営

数 値 の 設 定 の 考 え 方 や 改 定 率 の 根 拠 な ど に つ い て の 質 問 や

意 見 を 頂 き ま し た 。

次 回 は 、 1 0 月 に 料 金 体 系 案 に つ い て 検 討 予 定 と し て い ま

す 。 【審議を行っている様子】



経営分析の状況 経営分析の状況
◎ 配水量の状況 （単位：㎥） ◎ 処理水量の状況 （単位：ｍ3）

◎ 主要な建設改良事業の状況 （単位：件・千円）

※流域関連特定環境保全公共下水道及び浄化槽については有収水量を記載。

特記事項 ◎ 主要な建設改良事業の状況 （単位：件・千円）

１登米市水道事業外部評価委員会を開催

※金額は、工事＋委託（事務費・人件費含む）の合計金額を記載。件数は、更新工事を除いた件数を記載。

特記事項

◎ 漏水調査結果について

2 石越浄水場沈殿池清掃作業実施

〇浄化槽整備事業受付状況

（８月末現在）

浄 水 施 設 整 備 事 業

58,604 246,675 232,450 60,422 61,435

  (1) 漏水量 91,346 487,894 300,000 426,570 187,894 61,324 農業集落排水 103,446 625,724 584,045

6 64,020 2 20,163 0 0 43,857

160,506

4,204,602 174,511

39,393

42,939 307,720

3処理場

63,273 65,616 △ 2,34367,913

206,462 14,225 40,213 　津山処理区 11,545

 １ 有効水量 710,711 3,470,817 3,503,450 3,499,337 △ 32,633

 総取水量 858,023 4,247,541 4,073,030

 総配水量 802,504 3,967,076 3,806,570 3,927,683

△ 46,858

※ 当月期の最大配水量は、2日（金）に記録した【27,477㎥】です。

件数 金額
主要な建設改良事業

予　算 （Ａ） 施工中 （Ｂ） 竣　工 （Ｃ） 残額（Ｄ）

　　　【外部評価委員会の様子】

△ 68,733  (1) 有収水量 652,107 3,224,142 3,292,875

 ２ 無効水量 91,793 496,259 303,120 428,346 193,139

  (2) 無収水量

比較（Ｄ）
備考

公共下水道（迫・中田・登米・南方） 1処理場1,509,561 1,372,014 137,547

特定環境保全公共下水道

令和４年８月期　業務実績報告書（水道施設課・下水道施設課）
水　道　施　設　課 下　水　道　施　設　課

項　　目
当月実績 実績累計 計画累計 前年累計 比　較　（Ｅ）

対前年度(B)-(D) （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） 対前年度(B)-(C)（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） 対計画 (B)-(C)

流域関連特定環境保全公共下水道（石越） 12,610

165,557 157,058 8,499

284,091 278,491 5,600

　豊里処理区 32,513

△ 1,013

△ 28,520 　米谷・錦織処理区 11,496 58,112 59,998 △ 1,886

55,554

3,271,000

41,678

50,200 50,471 △ 271

 ３ 有収率 81.26% 81.27% 85.93% 83.84% -4.66%

  (2) その他無効水量 447 8,365 3,120 1,776 5,245 6,589 　迫地区 9,151

24処理場

-2.57% 　東和地区

　豊里地区 2,077 10,435 10,313 122

　中田地区 17,039 135,961 151,227

14,997 16,477 △ 1,479

51,422 305,032 254,490 50,542

(A)-(B+C) 浄化槽（特地・個排） 43,557 214,404

　南方地区 20,723 109,100 101,068 8,032

210,357
執行率

件数 金額 件数 金額

1,093,210 18 407,793 0 22,203

31

663,214 39.3%

2,697,053 2,510,52331.5%

執行率

1 25,000 1 23,100 0 0 1,900 92.4%

(A)-(B+C)

合　　計 522,887

524,569

3,035

計 59 215.159

配水管 32 184.824

残件数予定件数 受付件数

付属施設 0 0.000

給水装置 27 30.335

 【漏水調査結果：8月】
  ※参考：漏水量削減効果
　　　　（金額換算）
　　　　  約1,434,456円/日当たり
　  算定：R3年度給水原価  277.79円
　　　　  累計漏水量   215.159㎥/h
　　　   215.159㎥/h×24h×277.79円

漏
水
調
査
結
果

施設 件数
漏水量
(㎥/h)

80 49

処理施設整備事業 182,11120

4,047 2,015基

１　県道部の舗装補修について

２ 佐沼環境浄化センターの水処理施設躯体補強工事に着手

項　　目
当月実績 実績累計 前年累計

140,16982 342,224

ポンプ施設整備事業

20 19,944

主要な建設改良事業
予　算 （Ａ） 施工中 （Ｂ） 竣　工 （Ｃ）

R4.4.1時点

△ 15,266

【舗装補修状況】

【沈殿池内清掃の様子】

※ 件数及び金額は、工事＋委託（事務費・人件費含む）の合計です。

配給水施設整備事業 42

186,529

　米山地区

管路整備事業 13 532,766 0 484 1.5%

残額（Ｄ）

件数 金額 件数 金額 件数 金額

0 7,713

46.8%

８月２４日（水）に配水施設等維持管理業務及び浄水施設等管理運転

業務の外部評価を実施しました。外部評価は、包括的委託業務における

受託者の適正な業務執行状況の把握と業務内容を適切に評価することを

目的として行うもので、今回の委員会では、受託者から令和３年度にお

ける委託実施状況について説明を受け、評価を行いました。

委員からは、業務は適切に行われているが、実績としてアピールでき

る業務については、もっとアピールすべきではないかなどの意見をいた

だきました。

８月３１日（水）石越浄水場の沈殿池

清掃作業を行いました。

この作業は、沈殿池に汚泥が過剰に堆

積すると、薬品による凝集沈殿効果の阻

害等浄水処理に影響を及ぼすことから定

期的に清掃を行うこととしております。

また、同時に沈殿池の内面や可動部の

点検も行いました。

県道の主要地方道古川佐沼線において、下水道本管から汚水ますの取り

出しを行っている部分に、沈下している箇所が確認されたことから、通行

上の支障や事故などの発生を未然に防止し、車両の安全を確保するため、

沈下箇所について舗装補修を実施しました。

８月期、佐沼環境浄化センターの水処理施設であるオキシデーション

ディッチの躯体補強工事に着手しました。この工事は、耐震基準が強化さ

れた平成９年以前に設計された下水道施設について、耐震診断を行った結

果に基づき、耐震性能が不足していると診断された躯体について、耐震補

強を講じるもので、令和５年３月の工事完了を予定しています。


